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化, 腐敗は極めて急速に進む｡ 自家消化が進むにつれて各種アミノ酸, とくに酸性アミノ酸の増加, 糖の






























ることを知った｡ Balerup菌については, 特に本菌による人工腐敗マツタケをつくって摂食し, マツタ
ケ中毒の再現を認めている｡
以上のように本研究はマツタケ中毒がヒスタミンおよびフェニルエチルアミンの相乗効果によるもので
あることを解明すると同時に, 中毒マツタケの発生条件, 中毒経験者の実態, 中毒防止法などについても
数々の新知見を与えたもので, 食品腐敗学, 食品衛生学に寄与するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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